
データリポジトリにおける
データ管理
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有限会社 マーチャンと
絹谷 弘子



コンテナとコンテンツ
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データリポジトリの信頼性

コンテンツ

データ＋

メタデータ

コンテナ
組織・人材・情報システ

ムなど

研究者、研究プロジェクト

RDM

論文や研究成果

データ

公開と保存

研究者から提供され
たデータを

リポジトリ内データとし
て維持管理するため
にはリポジトリ内での
データ管理が必要



データ提供者とデータ利用者

データ提供者

•データ提供に手間をかけたく
ない

• データフォーマット
• メタデータ作成

•データを提供する前にデータ
提供者は優先的、独占的に
データを利用している

データ利用者

•すぐに使える形でデータがほ
しい

• すぐ利用できるデータフォー
マット

•利用可能なデータかをまず見
極めたい

• リッチなメタデータ
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データリポジトリ

• 提供されたデータを利用者の利用目的を考慮して使いやすくする
• 提供されたデータに付加価値をつける
• 内部利用データ、外部提供データとして維持管理する（ライセンス）
• 提供されたデータの更新や提供とりやめに対応する

データ管理



オープンデータの側面
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https://www.slideshare.net/takeda/open-lectureopendata02o
武田英明、 国立情報学研究所 市民講座 2013年10月17日
社会基盤としてのオープンデータ
～ みんなで作ろう、使おう、オープンデー タ～



研究データリポジトリも
データ利活用のためのデータ管理が重要
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情報流通社会

分野を超えた研究

分野内研究

オープンサイエンス


